
 

平成２９年度水俣市総合防災訓練要領 
 

１ 目 的 

  災害が発生した場合の初動から応急対応までの一連の訓練を、地域の自主防災組

織、消防、警察等の防災機関と連携しながら行い、災害時の情報共有、連携等が迅

速かつ確実にできるよう訓練を実施するとともに、住民の避難及び防災に対する意

識を高めることを目的とする。 

  

２ 訓練の想定 

・震度６強の地震及び津波を想定する。 

・午前８時３０分、八代海でＭ７．９の地震が発生し水俣市で震度６強を観測。 

・地震発生後、津波波高１ｍの津波が予想される。 

・市街地では家屋の倒壊、山間部においては土砂崩れが発生。 

 

３ 訓練概要 

防災行政無線、熊本県防災情報メールサービス等により、地震・津波の情報等を

得た市民が、あらかじめ選定した避難場所に避難し、自主防災組織や自治協力員等

と連携して避難所開設・受付等を実施する。 

また、自主防災組織から災害対策本部への避難者数及び被害状況報告を基に、災 

害対策本部及び各関係機関において災害対応訓練を実施する。 

    

４ 日時 平成２９年１１月１９日（日）午前８時３０分～正午位まで 

 

５ 訓練対象地域 

 （１）市内全域（但し、参加を希望する地域） 

    避難訓練、避難所開設運営訓練、情報収集伝達訓練、炊き出し訓練等 

（２）水俣市役所（災害対策本部） 

   災害対策本部設置訓練、情報収集伝達訓練、避難所開設運営訓練（市管理避難所）、参集訓

練、物資受入輸送訓練等 

（３）水俣高等学校 

避難訓練、自衛隊展示訓練、消防団資機材操作訓練、炊き出し訓練等 

（４）総合医療センター 

避難救急搬送訓練、EMIS入力、情報伝達訓練等 

 

６ 参加機関 

  熊本県、水俣市、水俣高等学校、消防団、消防本部、水俣警察署、水俣市自主防

災組織連絡協議会、自治会（自主防災組織）、熊本県トラック協会、水俣市地域婦

人会連絡協議会、水俣市建設業協会、水俣市葦北郡医師会、自衛隊、応援協定締

結団体等 

 



７ 訓練の流れ（案） 

時間 内容 

8：30 訓練開始（地震発生） 

↓ 各種情報に基づき避難開始、職員参集訓練、自衛隊車両等展示 

8：35 津波注意報発表 

↓ 避難所開設、避難誘導開始 

9：00 避難指示発表 

↓ 図上訓練（災害対策本部員）、物資輸送訓練、救急患者輸送訓練（医） 

9：30 ＥＭＩＳ入力訓練（医） 

↓  

10：00 市民の避難完了 

↓ 炊き出し訓練 

↓ 避難誘導等完了 

10：30 消防団資機材操作(チエンソー)訓練、避難者・被害情報最終報告 

↓ 避難訓練終了 

↓  

11：30  

↓ 炊き出し試食 

12：00 防災訓練終了 

 

 ８ 水俣高等学校防災訓練及び防災展示等 

① 水俣高等学校 防災訓練 

   参加者:水俣高校生徒(482名)、職員(90名)、保護者(15名)、3区自治会(約 100 

名)、水俣市関係(市役所・消防署・総合医療C)、水俣市地域婦人会、自衛隊、消 

防団他 

訓練概要:地震、津波情報等により生徒、職員及び3区市民が水俣高校へ避難し、 

自主防災組織や自治協力員等と連携し初動対応としての避難所開設等を実施する。 

② 防災展示 

   場 所：水俣高等学校敷地内 

   内 容：自衛隊車両、防災パネル展示及び災害伝言ダイヤル「１７１」体験コー 

ナー 

  

９ その他 

  雨天決行としますが、気象警報が発表され災害発生のおそれがある場合は、訓練を

中止（延期なし）します。この場合の中止の判断は、当日午前６時に行い、中止の周

知は防災行政無線、電話連絡等を通して行います。 


